
東京医療センター循環器科ではスタッフ医師 6名と後期研修医 6名，これ
に初期研修医（循環器科を 6週間研修する）数名を加えて日常診療にあたっ
ている。治療方針は日本循環器学会と AHA（米国心臓協会）のガイドライン
に基づいているが，研修医にとってすべてのガイドラインに目を通すことは
時間がかかる上，これを読んだだけでは実際に診療することは難しく，何が
日常診療で重要かもわかりにくいようである。
5年前，こうした研修医が目の前の患者さんを実際に診断し治療できるよ

うになるための手引きとして，当科医師の力を結集して「循環器疾患診療マ
スターガイド」を出版した。以来，循環器疾患の治療法は大きく進歩し，ガ
イドラインの多くも改訂された。また読者の方々から，さらなる内容の充実
を要望されたこともあり，日常臨床の合間を縫って少しずつ改訂作業を進め
てきた。そして今回，最新のガイドラインを参考に大幅改訂し，「即戦力　循
環器疾患診療実践ガイド」として再出発することになった。
本書では，循環器診療に必要かつ最低限の知識が得られるように，新たに

4章（狭心症，弁膜症，心筋症，心膜疾患）を追加したうえで不要な部分は
削除した。なお薬剤投与法は当科で実際に用いているものであり，参考にな
ればと思う。この小さな本を足がかりに，さらに詳しい内容や根拠となった
evidenceについてはぜひ成書を読んでいただきたい。
眼前に緑の駒沢オリンピック公園，遠くに美しい富士の姿を望む当東京医

療センター循環器科には毎年 2名の後期研修医が着任するとともに 2名が
巣立っていく。執筆者一覧に反映されるように，わずか 5年の間にもメンバ
ーは目まぐるしく入れ替わっている。そんな中で，改訂作業が無事完了でき
たことは喜ばしい限りである。また，今後も当科のレベルアップとともにこ
の本をより良いものにしていきたいと念じている。
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本書は．2008 年 12 月発行の「循環器疾患診療・マスターガイド」（樅山幸彦 編著）を最新
のガイドラインに沿って増補・改訂・再編集したものです．
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